
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月の主な行事予定 

日 曜 朝の時間 時程 行 事 放 

1 金 フェスタ準備  都南フェスタ  

2 土   
合同演奏会(音楽クラ

ブ参加) 
 

3 日     

4 月 全校朝会  
委員会活動 SC 

障害理解の学習(4) 
 

5 火 読み聞かせ   〇 

6 水 朝学習  保護者会(4・5・6）  

7 木 朝学習  
保護者会(1・2・3） 

SC 
 

8 金 安全指導 4 午前授業    

9 土  B3 
土曜授業日 

土曜補習教室 
 

10 日     

11 月 全校朝会  クラブ活動 SC  

12 火 音楽朝会   〇 

13 水 朝学習  
小中高音楽交流会 

(音楽クラブ参加) 
 

14 木 元気タイム  避難訓練 SC  〇 

15 金 児童集会   〇 

16 土   小学生駅伝大会（5・6）  

17 日     

18 月 全校朝会  SC  

19 火 読み聞かせ  薬物乱用防止教室(6) 〇 

20 水 朝学習 4 午前授業  

21 木 児童集会  SC 〇 

22 金 朝学習  給食終  〇 

23 土     

24 日     

25 月 終業式 B4 ２学期終業式  

26 火   

冬季休業日始 

 

冬 季 休 業 日 終 

1/7(日) 

成人の日 1/8(月) 

３ 学 期 始 業 式 

1/9(火) 

 

【時程】B：B時程 5：5時間授業 4：4時間授業 
【行事】（ ）：該当の学年  
【放】：放課後遊び ○：あり 
 SC：スクールカウンセラー配置日 

大田区立都南小学校 

学校だより 令和５年１２月号 

ホームページ  https://www.ota-school.ed.jp/tonan-es/

 ホームページ   http://academic2.plala.or.jp/tnne/ 

開校年月日 

昭和１４年９月１日 

開校記念日 

９月１９日 

  

人権週間によせて 
           副校長 榊原 敦  

 

 本年も12月4日(月)から10日(日)まで「人権週間」

です。これは、国際連合で 1948(昭和23)年12月10

日の第3回総会において世界人権宣言が採択された

こと、1950(昭和25)年12月4日の第5回総会で世界人

権宣言が採択された12月10日を「人権デー」と定め

たこと、1948(昭和23年)12月10日の第3回総会におい

て世界人権宣言が採択されたことなどに由来しま

す。世界人権宣言は、世界における自由、正義及び

平和の基礎である基本的人権を確保するため、全て

の人民と全ての国とが達成すべき共通の基準として

採択されました。 

 

 

 

 

 

 

 

毎年私は人権週間が近づいてくると、この詩を思

い出します。 

この詩は大変有名であり、多くの人が知っている

ことでしょう。最後の「すずと、小鳥と、それから

わたし、みんなちがって、みんないい」という一節

は誰の心にも優しく、温かく響いてきます。 

金子みすゞさんは、1903(明治36)年、山口県長門

市に生まれました。成績は優秀、物静かで、読書が

好きで誰にでも優しい人だったといいます。そんな

彼女が童謡を書き始めたのは20歳の頃でした。しか

しながら、その生涯は決して順風満帆で明るいもの

ではありませんでした。23歳で結婚したものの、文

学に理解のない夫から詩作を禁じられ、さらには病

気、離婚と苦しみが続き、26歳の若さでこの世を去

りました。そんな彼女だからこそ、後世の人々の心

の奥深くに優しく響く詩作ができたのでしょう。 

すずと小鳥とわたし、それぞれによさがあり、ち

がいがあります。それがいいのです。そして「誰の

存在もそのものが宝物」なのです。学校で隣に座っ

ている仲間、前後に座っている友人、一人一人が「一

人の人間」として大変尊い存在です。誰もが幸せに

生きる権利「人権」をもっています。そして、自分

もその中の一人なのです。皆が、そういう思いでい

れば、きっと優しい気持ちになれるでしょう。 

「みんなちがって、みんないい」…このフレーズは

いつまでも大切にしていきたい言葉です。 

 

 

 

わたしと小鳥とすずと  金子みすゞ 

わたしが両手をひろげても、お空はちっともとべないが、 

とべる小鳥はわたしのように、地面
じ べ た

をはやくは走れない。 

わたしがからだをゆすっても、きれいな音はでないけど、  

あの鳴るすずはわたしのように たくさんなうたは知らないよ。 

すずと、小鳥と、それからわたし、みんなちがって、みんないい。 


